
渦

の

支

那

原

岡

武

昏

走

馬
燈

の
様

に
目

の
先

に
廻
蒋
し

て
行
く
支

那
の
状
態

は
容
易

に
正
髄

な
掴

む
事
は
禺
來
な

い
◎
支

那
の
舞
毫
ば
絵
り

に
大
き

過
ぎ

る
そ
れ

に
舞
毫

で
飛

ん
で
跳

れ
る
役
者

が
絵
・り

に
多
種
多
様

で
あ

ろ
。

工
く

私
は

云
ふ
の
で
あ

る
。
日

本
入
は
支
那

の

正
髄
な
窮

め
ん
と
に

ぜ
ず

、
何

ん
で

も
か

ん

で

も
皆

日
本
の
檬

に
整
備

し
て

る
と
許
り

思

ふ
像

ひ
が
あ

ろ
。
例

へ
ば
軍
隊

に

ぜ
よ
、
國
民

に

ぜ
よ
、
政

治
家

に
ぜ
よ
、
教

育
の
程
度

に
.ぜ
よ
、
蝕

・り
に
H
本
化
し

て
考
察
し
す

ぎ

る
。
軍
隊
等

に
方

程
式
で
表
に
す

と

漁
癖

"
汁
圏
融
灘

H
爆

即
藤

綱

十
諜
灘

11
獅
癬

な

る
の
で
あ

ろ
。

決
し

て

國

家
観

念
、
愛
國

思
想

等
は
藥

に
し
た
く

も
持
合

ぜ
が
な

い
の
で
あ

る
o

其
の
H

、
其

の
H
為
糊
す

ろ
爲

め
、
叉

は
疲
所
な

得

る
六

め
に
過

ぎ
な

い

と

云
ふ
と
、
絵
り

酷
評
だ

と
非
難

さ
れ

る
だ

ら
う
が
、
傭
・り
の
な

い
所
で
あ

ろ
o
支

那
の
事
情

は
全
然
支

那
の
頭

旙

に
な

つ
て
考
寮

ぜ
ん
と
、
飛

ん

で
も
な

い
間

建

ひ
な
生
ず

る
の
で
あ

ろ
。

以
下
私

は
禿
筆

な
馳

ぜ
て
思

ふ
存
分

に
眞
實

な
解
剖

し
て
見

ぷ
う
と
思

ふ
。

「

支
那

の
現

状
は
大
艘
左

の
分
類

に
從

つ
て
考
察

さ
れ
る
。

一
、
東
北
政
府

二
、
安
藤
系

の
蚕
動

三
、
共

産

蕪

四
、
廣
東
政
府渦

の

支

那

五
、
南
京
政
府

、
東
北
政
府

東

北
四
省
即

ち
奉
天

・
吉

林

・
黒
龍

江

・
熱

河

の
四
省

で
、

「
こ
れ
に
・察
吟
爾

の

一
部
」

は
奉

天
政
府

の
地
盤
或

ぴ
は
勢
力

一
〇

三



G

●

渦

の

支

那

圏
内

と
も

云
ふ

べ
き
地
方

で
、
此
れ

に
直
隷

・
山
西

を
其

圏
内

に
握

つ
て
居
た
。

お
ん
大
は
張
作

森

の
御
曹
子
學
良

で
、
作

森

の
後
を
襲

ふ

て
以
來
部
内

の
薪
奮
圖
孚
、
今

や
東

三
省
を
學
げ

て
渦
中

に
投

ぜ
ん
と
す

る

の
際

、
非
常
な
る
果
断

と
勇
氣
を
以

つ
て
先

づ
楊

宇
震

、
常
蔭
棟

の
二
人
を
銃

殺
し
、
新

奮
爾
派

の

紛
孚
を
抑

墜
し

て
來

た
。
其

の
聞
十

八
年

に
は
露
支
問
題
不
成

功

に
絡

り
、
南

京
政
府

の
偲
偲
と
な
り
了

せ
て
今

日
ま

で
來
た

の
で
あ
る
。

東

北
各
省
首
席

は
吉
林

の
張
作
相

、
黒
龍
江

の
萬

幅
麟

、
熱

河

の
湯

玉
麟

で
、
.
以
上
の
四
氏

が
東

北
四
省

に
幡
居

し

て
關
外

の
政
治
外
交

に
は

一
切
南
京
政
府

の
容

啄
を
許
さ
な

い
状
態
を

呈
し

て
居

た
。

十
七
年
張
作
森
、
爆

死
後

に
薪

奮
雨
派

の
軋
櫟

日
本

の
勤

告
等

に
て

一
時
南
京

の
魔
手

は
手

の
下
し
檬
が
な
か

つ
た
。

が
何

地
も
同
様
排

日
の
聲

、
火

の
手
は
上

ら
す

に
は
置

か
な
か

つ
た
。

一
艘
張
作
霧
存
命
中

、
日
支

の
關
係
は
面
白
く
な

か
つ
た

に

加

へ
て
爆
死
問
題

で
、
全
満
を
學
げ
封

日
感
情

は
悪

化
し
た
。

輔
〇
四

此
れ

に
は
露

の
赤

化
も
大

に
與

つ
て
居
た
事
だ
ら
う
。
奉
天
派

が
漸
次
新

支
那
青
年
政
客

の
骨
き
蜜

に
た
か
る
檬

に
な

つ
て
來

た
。
日

本

よ

り

の

易
幟
不

可
の
勧
告

に
も
何
等
好
意

を
有
た

す

、
満
蒙

を
畢
げ

て
青

天
白

日
旗

下
に
走

る
事

と
な

つ
た
。
日

本

の
生
命

線
は
根
抵

よ
り
覆
さ
れ

て
了

つ
た
。
満
蒙

に
於
け

る

日
支
交
渉
案
件

は
山
積

し

て
三
百
件

の
多
き

に
上

つ
て
居

る
。

全
支

に
於
け

る
排

日
、

日
貨

、
打

倒
帝

國
主
義

の
聲

は
特

殊
圏

内
ま
で
潅
り
亙

つ
た
。
學

生
、
青
年

の
排
日
宣
傳

は
言
語

に
絶

す

る
の
で
あ

る
。
此
等

の
蓮
中

は
満
蒙

の
實
庫
は
如
何

に
し
て

維
持

さ
れ
、
生
命

の
安

全

(
比
較

的
)
が
維
持
さ
れ

て
居

る
か

静
か

に
考

ふ
る
臆
力
を
持

ち
合

さ
な

い
の
で
あ
る
。
勿
論
日
本

の
御
蔭

で
東
西

の
安
泰

が
保

て
る
な

ん
と
去

つ
て
も
そ
れ
は

日

本

か
ら

の
押
し
張

で
吾

々
に
は
痛
痒

を
感

じ
な

い
の
だ
。

日
本

は
思

ふ
存
分

に
満
蒙

か
ら
利
棲

を
絞
り
取

り
所
有
利
釜

は
皆
搾

取
し
去

つ
て
し
ま

ふ
の
だ

と
。
此
う
し
た
錯
畳

か
ら
し
て
全
満

の
青
年

や
政
治
家
共
は
南

京

の
國
民
窯

部
の
操
縦
す

る
所
と
な

つ
て
る
。

で
上
は
張
學
良

よ
り

下
は

一
兵
卒

に
至
る
迄

、
排

日
、



,

侮

日
、
打

倒
帝
國
主
義

を
高
唱
し

て
居

る
。
此
れ
が
民
國

八
年

五
月
四
日

(
北
京
)

で
在
北
京

全
男
女
學

生

の
排
日

の
峰
火
を

畢
げ

て

か

ら

斯

う

し

て
年

々
其
度

合
が
濃

く
な
り
、
漸

次
激

越

と
な

つ
て
來
た
。
約
十
三
年
聞
醒
醸
し

て
來
た

の
で
あ

る
。

爲
不
爲

の
差
別
を
付

け
得
る
能
力
の
な

い
も

の
に
浸
醇
し

て
來

た

の
だ

か
ら
た
ま
ら
な

い
。
最

も
親
善

で
あ

る
可
き
地
方
、
最

も

日
本
を
了
解
し

て
居

る
筈

の
地
方
人
士

が
全
然

反
封
行
爲

に

出
る
事

と
な

つ
た
。
此
れ

に
就

い
て
は
種

々
な
深

い
理
由
も
あ

る
だ

ら
う
。
或

は
何
等

理
解

力
無

い
も

の
が

一
犬
嘘
を
吠

え
萬

犬

こ
れ

に
微

う
た
類

で
あ
ら
う
。
利
構

の
同
牧
、
排
外
思
想

、
申

華
事
大
病
等

に
も
起
因
し

て
ゐ
る
で
あ
ら
う

が
、
何
れ
も
極
素

直

に
表
言
す
れ
ば
各
自

己

の
懐

具
合
、
立
脚

地

の
踏

み
固

め
が

或
は
此
れ
よ
り
大

に
費
り
出

さ
ん
と
す
る
野
心

に
翻
弄

さ
れ

て

の
現
出

と
し

か
受

取
れ
な

い
。
到
底
眞

の
憂
國

愛
國

の
聲

で
は

な

い
。

日
本

の
生
命
線

、
特

殊
穫

盆
は
如
何

に
し

て
得
た
か
、

十
萬

の
生
籔

と
二
十
絵
億

の
犠
牲
を
佛

つ
た

か
と
云

ふ
事

に
就

い
て
は
更

に
了
解

し

て
居
な

い
、
あ
れ
は

日
本

の
要
ら
ざ
る

お

渦

の

支

那

せ
つ
介
で
、
そ
ん
な
押
費
り
的
恩
は
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

程
の
債
値
が
何
盧
に
あ
る
か
と
云
は
ん
許
り
だ
。
支
那
國
定
排

日
護
本
に
は
日
支
關
係
総
読
、
歴
史
的
事
件
、
政
治
、
経
濟
、
肚

會
の
五
部
に
分
つ
て
盛
ん
に
排
日
の
趣
旨
を
記
戴
し
て
居
る
。

斯
し
て
全
支
排
日
、
侮
日
の
氣
勢
は
揚
げ
ら
れ
て
居
た
。
中
村

大
尉
事
件
に
獲
端
し
て
奉
天
政
府
は
非
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
事
と
な
つ
た
。
張
學
良
は
五
月
南
京
で
全
國
代
表
會
議
が
開

か
れ
そ
れ
に
出
席
し
た
。
臨
途
北
亭
に
立
寄
つ
た
が
不
幸
に
し

て
病
魔
に
襲
は
れ
静
養
申
に
中
村
大
尉
事
件
が
勃
嚢
し
た
の
で

あ
る
。
参
謀
長
榮
環

(奉
天
派
、
張
學
良
系
)
が
北
亭
の
張
副

司
令
に
報
告
、
此
の
事
件
に
封
す
る
交
渉
要
旨
を
授
か
る
可
く

出
か
け
、
鯖
奉
間
も
な
く
九
月
十
八
日
満
鐡
浩
線
の
柳
條
溝
に

於
て
王
以
哲

(
未
詳
)
族
長
の
部
下
が
線
路
を
爆
破
し
た
。
日

本
守
備
兵
は
直
に
自
衛
上
非
常
手
段
を
取
る
事
に
な
り
、
即
夜

北
大
螢
を
占
領
し
た
。
鼓
に
満
洲
問
題
は
世
界
人
の
前
に
展
開

さ
れ
る
事
と
な
つ
た
o

抑
も
支
那
人
は
事
大
思
想

に
囚
は
れ

て
る
、
日
本
組
し
易

一
〇

五



渦

の

支

那

し
。
満
蒙

の
天
地
よ
り
馳
逐
す
る
は
朝
飯
前

の
事
位

に
謬
想

し

て
ゐ
た
。
常

に
日
本

は
恐
米
病

に
罹

つ
て
居
る
。

日
支
衝
突

せ

ぱ
米
國

は
必
然

日
本

に
強
墜

を
加

へ
る
に
違

ひ
な

い
、
又
露

も

支
援
す

る
。
そ
う
す
れ
ば
日
本

の
利
権
を
奪

同
す
る

に
は
最
好

時
機

だ

と
全
奉
天
政
府
は
妄
漸

し
た

の
で
あ
ろ
う
。
斯

う
し

て

計

書
的

に
敵
封
行
爲
を
始

め
た

が
、

一
夜

の
中

に
奉

天
政
府

は

覆
淡
し

て
し
ま

つ
た
。
留
守

役

の
減
式
毅

(
奉
天
派
、
楊

宇
露

系

)
は
奉

天
占
領

と
同
時

に
姿
を
消

し
、
全
く
東

北
四
省

政
府

は
湊
落

し

て
了

つ
た
。
績

い
て
満
洲
全
艦

に
渡

り
日
本

人
生
命

財
産

の
安
固
を
期
す

る
爲
め
支
那
兵

の
武
装
解
除
、
兵

匪
討
伐

が
行
は
れ
、
吉

林

の
張
作
相

、
黒

龍
江

の
萬
編
麟

、
馬
占
山

が

遁
窟
す

る
事
と
な

つ
て
全
満

の
張
學
良
蕪

の
も

の
は
姿
を
消
す

事
と
な

つ
た
。
共
後

に
は
未
だ
確

乎
た
る
地
方
政
府

は
組

織

さ

れ

る
に
至
ら
な

い
が
、
大
艦
奉

天
省

で
は
衰
金
鎧

(
奉

天
派
U

が
委
艮
制
度

の
下

に
委
員

長
に
學
げ
ら
れ
、
省
政
府
を
設

立
す

る
事
と
な

つ
た
。

此
間
恭
親
王
、
宣
統
帝

が
迎

へ
ら
れ
復

辟
派

の
暗
中
飛
躍
が
あ

つ
た
り

し
て
混
沌
た
る
光
景
を
呈
し
た

が
、

一
〇
六

共
後
衰
氏

の
勢
力

が
増
進

し
來

て
殆
ん
ど
確
立
す
る

ん
で
は
な

い
か
と
思
は

れ
る
。

日
本

と
し

て
は

一
日
も
早
く
地
方
政
府

の

確

立
、
地
方
治
安

を
希
望
す

る
も

の
で
あ
る
。
或

る
程
度

の
援

助
を
與

へ
地
方

人
民

の
福
利
増
進
を
促
進

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

奉

天
省

政
府

は
　哀

一
派

に
よ
り
政
権
を
掌
握

さ
れ
る
事

と
な

る

で
あ
ら
う
。
吉
林
省

で
は
煕
沿

(
奉
天
派

)
が
吉
林
政
府

委

員
長

に
就
任
し
た
。

平
常

か
ら
全
吉
林

の
人
望
を

一
身

に
集

め

て
居
た
、
張
學
良
派

の
遁
逃

に
乗

じ
治
安
維

持

の
重
責
を
員

ふ

て
立

つ
事

と
な

つ
た
。
此
後
當
分

は
此

の

一
派

に
よ
り
政
構

を

掌
握

さ
れ

る
で
あ
ら
う
。
更

に
黒
龍
江
省
政
府

は
張
景
恵

(
奉

天
奮

派
)
と
馬
占
山

と

の
聞

に
於

て
黒

龍
江

省
政
府

の
首

席

に

就
き
商
量
中

で
あ
る
。
馬
占
山

は
十

一
月

八
、
九

日
の
日
支
職

闘

で
痛
く

日
軍

に
撃

破
さ
れ
、
途

に
僅

か
に
三
千

の
手
兵

を
率

ゐ

て
齊

々
吟
爾
を
撤

退
し

て
海

倫

に
身
を
寄

せ
た

の
で
あ
る
。

其
後

日
軍
使

の
往
訪

で
黒
龍
江
省
府

の
樹

立
に
光
明
を
見
出

さ

ん
と
す

る
の
で
あ

る
。

東

三
省

は
九
月
十

八
日
、
日
支
爾
軍
衝
突

以
來
各
省
共
兵
力

`



を
失

つ
て
了

つ
た
形

と
な
り
、
叉
財
政
も
根
本

か
ら
覆

へ
さ
れ

た
。
各
省

は
張
學
良

の
焉
絆
を
脱
し
猫
立
す

る
事

と
な

つ
た
。

満
蒙
自
由
國
家

を
建
設

し
て
、

一
、

日
支
共
存
共
榮
。

一
、
経

濟
根
幹

た
る
鐵
道

の
敷
設
は

日
本

に
全
然
擦

る
。

一
、
國

防
は

日
本

に
依
頼

し
封

露
封

南
支
策

を
確
立
す

る
。

一
、

日
本

の
特

殊
棲

釜
を
確
認
す

る
。
云

々
と
稜
表

さ
れ

て
居
る
。
而
し
て
日

資

と
智

能
を
入
れ

て
大

に
満
蒙

の
寳
庫
を
開

か
ん
と
企
圖
す

る

も

の

製
如
し
。

張
學

良
は
始

め
よ

り
蒋
介

石

の
偲
儲

と
な
り
南
京

の
笛

に
依

つ
て
齪

舞
狂
態

を
演

ぜ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
蒋

の
胸
中
胸
底

奥
深
く
秘

め
ら
れ
た
る
何
を
も
見
出
す
事
出
來
す
、
申
央
蕪

部

或

ひ
は
市
窯
部

の
お
先
棒

と
な

り
濟
ま
し

て
排

日
抗

日
に
熱

中

し

日
本

の
権
釜

を
駆
逐
す

る
爲

め
に
は
事

の
善
悪

可
否
を
判
別

す

る
謄
袋
を
有

せ
・ず
、
妄
り

に
夷

を
以

て
夷

を
制

し
得
る
も

の

と
信

じ
、
國
際

聯
盟

に
綻
り
或

は
米
國

の
從
來
封

支
好
意
は
必

す

不
職
條
約

に
訴

へ
、

日
本
を

窮
地
に
陥
る

、
も

の
な
り
と
確

信

し
た
。
叉
露
も
立

つ

て
日
本

の
勢
力
を
駆
逐
す

る
事

に
な
る

渦

の

支

那

と
室
頼

み
し
た

の
で
あ

る
。
昔

か
ら
自
力

に
依

ら
す
他
力
本

願

の
支

那
は
實
際
身

の
程

を
知

ら
ぬ
と
云

ふ
可
き
か
、
絵
り

世
界

の
大
勢

に
曙
過

ぎ
た
。
其
結
果
、

毛
を
吹

い
た

の
で
あ
ら
う
。

満
蒙

の
形
勢

は
全
然

張
學
良

よ
り
脱
離
し

て
し
ま

つ
た
。
伍

錦

州
政
府

を
設

立
し

て
東

三
省
奪

同
、
日
軍
騙
逐
を
夢

み
て
る
◎

叉
各
地

の
敗
兵
、

土
匪
共
を
使
喉
糾
合
し

て
満
鐡

滑
線

の
掩
齪

を
企
圖
し

て
る
が
人

心
は
去
り
、
財
源
は
覆

さ
れ
、
烏
合

の
衆

五
萬

、
十
萬

を
擁

す

と
も
朋
な
き
鳥
同
然

、
縦
令
直

隷
熱
河
爾

省

に
依

り
て
多
少

は
支
持
し
得
ら
る

」
と
し

て
も
十
分
士
氣

を

鼓
舞

し
得

る
と
は
思
は
れ
ぬ
。
轍

水

の
鮒
魚
蝕
命
幾
何
も
な
き

も

の
だ
。
干
學

忠
、
萬
福
麟

、
榮
藤
、

王
樹
常

、
張
學
銘

、
奉

天
派

の
諸
軍
閥
も
今

や
命

旦
夕

に
迫

り
落

日
寂
蓼

た
る
光
景
を

呈
し

て
居
る
が

日
軍
を
包

園
し
撃
滅

せ
ん
と
豪

語
し

て
る

の
で

あ
る
。

屋
嘉
が
揺

れ
て
來

て
は

心

の
底

か
ら
忠
勤
を
鋤
ま

う
と
す

る

も

の
は
皆
無
。
斯

う
奉
天
派

の
影

の
薄
く
な

つ
て
は
學
良

の
下

野
も
目
薩

の
間

に
迫

つ
て
る
と
見
る
も
誤
り

で
は
な

い
。

で
私

一
〇
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渦

の

支

那

は
東

北
四
省
政
府

は
壊
滅
す

る
も

の
と
信
す

る
の
で
あ

る
。
此

れ

に
代
る
所

の
新
政
府

の
出

現
は
必
定

で
あ

る
。

二
、
安

幅
系
の
擦

頭

段
誤
瑞

(
安

幅
派
首
領
)
を
擁

し

て
曙

申
飛
躍
を
試

み
ん
と

す

る
氣
配
あ
り
、
此

の

一
派

に
新
奮
交

通
系

が
加
は
り
壷
動
す

る
も

の
と
見
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
そ

う
な
れ
ば
可
な
り
大
な

る

渦

が
蜷

き
起
る
。
先

づ
天
津

の
張
學
銘

や
王
樹
常
等

の
奉
天
派

を

駆
逐
し
、
張
學
良

の
根
擦
を
覆
し
南
京
政
府

の
大
外
様
を

倒

壌
す

る
の
で
は
な

い
か
と
思
は
る
。

も
し
此
れ

が
實

現
す

る

の

日
あ
り
と

せ
ば
、
山
西

の
閻
錫
山
(
國
民
黛

)
、
陳

西
河
南

の
凋

玉
騨

(
同
)
、
山
東

の
韓
復

桀

(
同
、
鵜

玉
群
系
)
、
其
他
蕾
軍

閥

が
願
起

し
蒋
介
石
打
倒

の
旗
を
學
ぐ

る
に
蓮

ひ
な

い
。
此
外

四
川

の
蛾
眉
山
麓

に
看
経

に
翰
晦

し
全
く
時
事
を
談

ぜ
す

、
焉

と
き
め
込

め
る
呉
侃
孚
を
推
戴
し

て
甘
粛

、
四
川
、
青
海

の

一

帯

に
お
い
て
蚕
動

せ
ん
と
す

る

一
派
も
表
現

せ
ん
と
す

る
形
勢

に
あ
り
。

此
爾
派
合
流
し

て
南
京
政
府

倒
壊
を
企
圖
す

る
事

と

一
〇

八

な
れ
ば
支
那
は
全
く
牧
拾
出
來
な
い
混
齪
歌
態
を
皇
す
る
事
と

な
る
。

一『

共

産

黛

全
支
那
の
形
勢

を
読
蓮
す

る

に
は
是

非
共
産
窯

の
現
況
を
も

略
述
し
置

く
必
要
が
あ

る
℃

最
初

孫
文

が
國

民
黛
國
家

を
創

立

す

る

に
は
露

の
赤
化
が
尤

も
適
切

で
あ
る
と
確
信
し
、

ボ

ロ
ヂ

ン
外
歎

名
を
迎

へ
容
共

政
策

の
下
に
天
下
を
取
る
各
種

の
計
書

を
蓮
ら
さ
れ
た

の
で
あ

る
。
十
五
年

夏
廣
東
政
府

が
蒋
介

石
を

総
師

と
し

て
共
産

軍
を
率
統

し
、
北
伐

の
途

に
上

つ
て
以
來
僅

か
歎

ケ
月
な
ら
す

し
て
江
西
、
湖
南
、
湖

北
を
風
靡
し
武
漢

の

地

に
共
産

政
府

を
創
立
し
た
。
其

の
翌
年

三
月
に
は
南
京
を
陥

れ
、
江
蘇

、
安
徽

、
漸
江
、
幅
建
を
手
申

に
牧

め
て
了

つ
た
。

此
れ

で
長
江
以
南
は
國
民
黛
、
共
産
蕪

の
天
下
と
な

つ
た
。
鼓

に
強
調
し
て
置

か
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ

の
は
、
支
那
民
族
性
は
何

れ

の
時
代
を
問

は
す
利

己
主
義
、
御
都
合

主
義

の
椹

化

で
あ
る

事
。
北
伐
軍
も
梢

々
成
功
る

と
見
る

や
共
産
主
義

は
孫
文

の
三
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民
主
義

と
相
容
れ
ざ
る
も

の
だ
。
排
共

々
々
と
猫
眼

の
愛
は

る

様

に

「
ボ

ロ
ヂ

ン
」
も
何

に
も
あ

つ
た
も

の
で
な

い
。

支
那
人

は
何
事

に
拘
は
ら
す

凡

て
が
此

の
通
り

だ
、
と
用
心
す
可
き
だ
。

決
し

て
安

心
し

て
寡

れ
る
も

の
で
な

い
。
國
民
窯

が
天
下
を
取

る
爲

め

の
容
共
政
策

は
見
事
成
功

し
た

が
、
輿
論
を
押
切
る

に

は
赤
化
蓮
動

は
絵
り

に
淡

い
も

の
に
な

つ
た
。
併

し

一
旦
此
れ

に
陶
醇

赤
化
し
了

ふ
せ
た
主
義
者

は
排
共
蓮

の
云
ふ
様

に
簡
翠

に
豹
攣
軟

化
す

る
事

は
出
來
な

い
。
此

の
宗
旨
を
死
守

尊
崇
す

る
徒
輩
は
全
支
各
界
に
相
當
あ
る
◎
外
交
時
報
本
年
秋
期
倍
大

號
に
船
津
辰

一
郎
氏
が

「
支
那
赤
渦
の
責
任
者
は
誰
か
」
の
題

下
に
赤
匪
蝸
害
の
程
度
を
南
京
政
府
中
央
研
究
院
長
楊
杏
佛
氏

が
最
近
自
ら
江
西
省
に
行
き
實
情
を
覗
察
し
た
結
果
、
報
告
が

比
較
的
信
頼
す
る
に
足
る
も
の
だ
と
し
て
其
概
要
を
記
載
し
て

あ
る
。
以
下
其
の
重
要
な
る
部
分
を
載
ぜ
て
共
産
窯
の
現
形
勢

を
知
る
資
に
供
し
よ
う
。

剛
、
辛
亥
革
命

(明
治
四
十
四
年
)
以
來
、
渚
朝
は
亡
び
穴
が
革
命

の
理
想
は
今
猶
ほ
貿
現
す
る
こ
と
出
來
な

い
o
過
去

二
十
年
の
間
、
軍

渦

の

支

那

閥

ば
軍
閥
と
戦
ふ
有
檬
で
、
或
は
軍
閥
と
革
命
勢
力
と
戦

ひ
、
國
内
の

戦
孚
殆
ん
ど
毎
年
絶

に
ず
、
即
ち
統

一
の
事
業
は
未
だ
成
ら
ざ
う
に
、

江
西
、
湖
北
、
湖
南
に
於
け
ろ
空
前
の
赤
褐
ば
E

に
瞭
原
の
勢

ひ
な
成

し
て
居
る
o
今
日
の
赤
軍
ば
第
三
國
際
と
ソ
ヴ
イ

エ
ツ
ト
露
四
亜
の
後

援
の
下
に
.、
立
派
な
ろ
㌶
政
軍
の
組
織
為
有
し
、
決
し
て
歴
代
の
流
冠

や
最
近
の
軍
閥

と
は
H
な
同
う
し
て
語
る
べ
き
も
の
で
な

い
。
故
に
今

日
の
赤
褐
は
江
両
省
に
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
檬
な
れ
ど
も
、
湖
北
、
湖
南

の
諸
隣
省
ま
で
蔓
延
し
、
其
の
隠
患
は
實

に
全
國
に
普
及
す

る
も
の
と

言

つ
て
差
支
な

い
。
過
去
に
於
て
兎
角
赤
褐
存
輕
覗
す

ろ
嫌
が
あ
つ
た

が
、
是
は
濁
り
入
民
の
鈍
感
な
責
む
ろ
わ
け
に
行
か
ぬ
。
政
府
及
軍
隊

の
報
告
が
眞
相
な
隠
蔽

し
太
亭
な
粉
飾

ぜ
し
に
因
る
も
の
で
あ
る
。
此

種
不
賓
の
宣
傳
に
常

に
入
民
に
錯
誤
の
観
念
な
與
ふ
る
ば

か
り

で

な

く
、
常
に
赤
賊
討
伐
軍
失
敗
の
主
因
な
爲
す
も
の
で
あ
ろ
o
今

や
ソ
ヴ

イ

ェ
ツ
ト
露
西
亜
の
強
確
と

ス
タ
ー
リ

y
の
共
産
主
義

に
、

一
霧
に
し

て
中
國
の
軍
事
、
政
治
と
祉
會
の
組
織
な
破
壌
ぜ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
こ

れ
吾
入
の
忽
覗
す

べ
か
ら
ざ
る
所
の
も
の
で
あ
る
o

二
、
赤
褐
勢
力
の
蔓
延
に
三
疇
期

に
分

つ
こ
と
が
出
來

ろ
o
第

扁
期

は
民
國
九
年

(火
正
九
年
ノ
か
ら
十
二
年
の
間
で
、
即

ち
新
丈
化
蓮
動

利
用
の
時
代
で
、
當
時
陳
濁
秀

や
、
李
大
釧
の
輩
が
サ
ー
ド

・
イ

y
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
命
令
と
援
助
な
受
け
、
新
青
年
雑
誌

や
響
導
週
報
尊

心
搬
刊
し
、
新
丈
化
蓮
動
の
名
な
籍
・り
て
盛

に
ソ
ヴ
イ

エ
ヅ
ト
の
共
産

思
想
な
輸
入
宣
傳
し
九
時
代
で
あ
る
o
當
時
中
國

々
民
潔
に
申
國
政
治

一
〇

九



渦

の

支

那

革
命
の
指
導
擢
な
掌
握
し
て
居

つ
六
か
ら
、
サ
ー
ド

・
イ

y
タ
董
ナ
シ

ョ
ナ
〃
ば
中
國
共
産
潔
員
に
命
令
し
て
、
國
民
禦
に
加
入
ぜ
し
め
、
遂

に
彼
の
有
名
な
る

ヨ
ツ
フ

エ
親
し
く
申
國
に
來
り
、
國
民
撚
の
改
組

に

謬
興
す

る
こ
と
㌧
な

つ
☆
。
第

二
期
に
+
三
年
國
民
窯
が
改
組
さ
れ
、

共
慶
購
葎
容

る
」
こ
と
に
.な
つ
た
が
、
十
六
年
に
至
り
國
民
膿
に
共
産

験

に
反
す
う
こ
と

」
な
つ
穴
o
此
間

に
於
け
る
時
期
は
即
ち
共
産
蹴
…が

國
民
窯
擢
な
盗
窟
し
六
る
蒔
期
で
あ
る
o
彼
の
有
名
な
る

瀞
ロ
ヂ

ン
が

客
郷
の
地
位
を
以
て
隠
然
大
権
な
掌
握
し
、
國
民
購
及
各
級
蹴
部
、
各

軍
政
淵
部

や
各
地
民
衆
團
盤
に
幾
ん
ど
全
部
共
康
購
員
の
把
持
す
る
所

と
な
り
、
同
時
に
桃
遜
離
間
、
其
の
所
謂
國
民
購
な
分
解
す
る
政
策
な

逡
行
し
六
の
で
あ
る
。
是

に
於
て
遽

に
民
國
十
六
年
南
京
、
漢
口
共

に

相
前
後
し
て
反
共
蓮
動
な
起
し
た
。
爾
來
即
ち
第
三
期
に
入
り
て
、
今

日

に
至

つ
て
居
る
。
其
間
湖
南
、
湖
北
、
江
四
等
各
省
に
於
け
ろ
共
産

禦
の
蝸
害
に
殆
ん
ど
救
撃
に
逞
が
な

い
が
、
就
中
其
最
も
著
し
き
も
の

な
畢
ぐ
れ
ば
、
十
六
年
七
月
南
昌
に
於
け
ろ
賀
龍
葉
挺
の
憂
齪
、
十
六

年
十

二
月
廣
東

に
於
け
ろ
共
産
窯
討
伐
、
十
九
年
七
月
湖
南
、
長
沙
に

於
け
る
共
慶
雛
の
暴
動
等
で
あ
る
o
而
し
て
民
國
十
九
年
の
調
査
に
工

れ
ば
、
江
西
全
省

八
十

】
縣
の
内
七
十
四
縣
と
、
二
市
は
赤
化
し
て
居

ろ
o
湖
北
省
六
十
九
縣
の
内
五
十
絵
縣
、
湖
南
省
八
十
絵
縣
に
赤
化
し

そ
の
他
安
徽
、
四
川
、
輻
建
、
漸
江
、
河
南
、
山
東
の
各
地
に
も
赤
匪

出
没
し
☆
こ
と
が
あ
る
。
而
し
て
其
損
害
は
大
要
な
畢
ぐ
れ
ば
、
江
四

一
省

に
て
共
匪
の
爲
め
に
殺
さ
れ
☆
う
も
の
約

二
十
萬
入
以
上
、
燵
失

一

一
〇

家
屋
十
萬
棟
飴
、
財
産
の
損
.央
に
約
六
億

五
千
萬
弗
、
湖
南
省
に
殺
さ

れ
た
る
も
の
七
萬
入
以
上
、
燧
央
家
屋
五
萬
棟
饒
、
財
産
の
狽
失
千
五

百
萬
弗
、
而
し
て
戦
争
に
よ
る
死
亡
者
及
び
産
業
の
損
失
に
此
内
に
在

ら
ず
o
共
匪
の
勢
力
が
斯
く
の
如
く
蔓
延
強
大
と
な
"
六
る
に
、
中
央

政
府
が
去
年
閤
錫
山
、
凋
玉
弾
韓
な
討
伐
す
る
爲
め
全
力
を
其
方

に
傾

注
し
、
共
匪
の
討
伐
奄
怠
り
六
る
爲
め
で
あ
ろ
o

留
一、
共
隆
窯
の
輿
政
軍
組
織
、
中
國
共
産
窯
に
民
國
十
六
年
以
後
分

裂
し
て

ス
タ
ー
り

y
派
、
ヅ
ロ
ッ
キ
ー
派
の
二
つ
と
な
り
、
ス
派
の
中

堅
入
物
は
露
秋
白
、
張
國
濤
及
び
紅
軍
の
領
袖
朱
徳
、
毛
澤
東
、
而
し

て
ヅ
派
の
中
心
入
物
は
陳
濁
秀
で
あ
る
。
共
産
籏

の
最
高
政
鴻
機
關
に

ソ

ザ
イ

エ
ッ
ト

中
華
蘇
維
填
共
和
國
申
央
臨
時
執
行
委
員
會
で
、
入
特
別
匠
に
分
れ
、

其
匪
域
は
湖
南
、
湖
北
、
江
西
、
輻
建
、
廣
東
、
廣
西
、
安
徽
、
河
南

海
南
島
等
に
及
ん
で
居
る
o
叉
衰
紅
軍
の
組
織
は
中
華
蘇
維
填
共
和
國

中
央
革
命
軍
事
委
員
會
が
あ
る
。
其
軍
隊
の
實
力
は
、
各
方
面
の
調
査

一
致
し
て
ゐ
な

い
。
去
年
の
秋
頃
に
は
十
四
軍
兵
歎
約
七
萬
入
、
小
銃

五
萬
挺
に
過
ぎ
な
か
つ
☆
の
が
、
本
年
三
月
に
に
小
銃

八
萬
挺
、
兵
数

二
十
萬
入
に
蓮
し
、
即
ち
十
九
師
五
濁
立
團
と
な
り
、
今
年
官
軍
敗
北

の
結

果
、
紅
軍
の
兵
鍛
及
小
銃
数
は
著
し
く
増
加
し
、
最
近
の
紅
軍
兵

鍛
は
約
三
十
萬
人
、
小
銃
は
約
十

二
萬
挺
に
逮
す
る
と
の
事
で
あ
る
o

其
外
、
各
都
會
に
は
赤
色
警
街
隊
あ
り
、
農
村
に
は
農
民
赤
衙
隊
あ
・り

遊
撃
隊
あ
り
、
見
童
隊
あ
り
、
少
年
先
鋒
隊
あ
り
、
職
ら
煽
女
子
な
以

て
組
織
す
る
慰
勢
隊
及
洗
衣
隊
あ
・り
、
慰
勢
隊
に
多
く
年
若
毫
女
子
ね



以
て
組
織
し
、
洗
衣
隊
は
中
年
以
上
の
嬬
女
子
な
以
て
組
織
す
。
紅
軍

は
小
銃
及
彊
藥
不
充
分
な
る
な
以
て
、
常

に
種

々
狡
滑
な
る
戦
術
な
用

ふ
o
或
は
官
軍
な
引
誘
し
て
四
面
よ
り
包
園
し
、
或
は
東
を
攻
む
ろ
風

々
示
し
て
急

に
西
な
撃
ち
、
或
は
強
な
避
け
弱
な
撃

ち
、
或
は
群
衆
な

利
用
し
て
官
軍
に
彊
藥
な
徒
ら
に
湾
耗
ぜ
し
め
、
或
は
妙
齢
な
ろ
嬬
女

子
や
金
鍾
な
利
用
し
て
官
軍
の
鏡
鋒
な
腐
化
さ
ぜ
ろ
等
、
着

々
其

効
な

奏
し
、
第
十
八
師
の
如
き
、
赤
匪
の
爲
め
包
園

ぜ
ら
れ
全
軍
覆
没
、
師

長
張
輝
糟
は
檎
に
せ
ら
れ
六
ろ
後
遽
に
殺
害

ぜ
ら
れ
、
第
五
十
師
も
大

敗
し
、
本
年
五
月
爾
廣
濁
立
す

る
や
匪
勢
盆

々
盛
ん
と
な
り
、
孫
連
仲

公
乗
藩
、
王
金
錘
等
の
各
部
隊
相
縫

い
で
敗
北
し
、
胡
組
玉
師
團
長
亦

戦
死
す
。
是
に
於
て
中
央
政
府
も
漸
く
、
全
力
を
用
ひ
て
之
に
當
る
に

あ
ら
ざ
れ
ば
到
底
赤
匪
討
伐
の
目
的
な
蓮
す

る
能
は
ざ
ろ
こ
と
な
蝿
り

一
般
祉
會
も
稽

や
注
意
な
沸
ふ
や
う
に
な
り
、
遽
に
蒋
総
一司
令
奮
然
と

し
て
親
し
く
馬
な
進
め
、
殆
ん
ど
國
民
政
府
全
軍

(約
三
十
萬

入
)
か

総
動
員
し
て
赤
匪
か
討
伐
す
る
こ
と
㌧
な

つ
六
の
で
あ
ろ

(
然
し
是
に

大
に
手
逞
れ
で
あ
る
)o

.

四
、
廣
東
政
府

文
教

宣

ぺ
す
奇
を
用
ゆ
、
奇
兵

は
仁
義

に
異
な

る
、
王
道

は

迂
潤
な
り
と
し
て
弊
履

の
如
く
棄

て

、
顧
み
ら
れ
す

、
仁
義

王

渦

の

支

那

道

の
本
家
本
元
は
詐
術

に
依
り

て
天
下

と
政
槽

の
奪
掠
を
能
事

と
し

て
居

る
。

一
年

の
内
約
牛
年

は
砲
煙
弾
雨

の
中

に
と
云
ひ

度

い
が
、
銀
丸

の
遣

り
取
り

で
、
切
り
崩

し
職
術
を
用
ゐ
或

は

支

那
在
來

の
個
別
撃
破

の
職
術
を
用
ゐ

て
、
此
ま

で
四
面
楚
歌

の
聲

に
も

め
げ
す

よ
く
敵

の
漣

繋
を
絶

ち
、
表
面
支
那
統

一
の

形
態

を
作
れ

る
も

の
は
蒋
介
石

(
國
民
黛

、
漸
江
派
)
で
あ
る
。

一
旦
天

下
と
政
櫨

を
掌

中
に
入
れ

て
は
此
れ
を
防
守
す
る
は
、

彼

に
取

つ
て
は
當
然
す
ぎ
る
當

然
さ

で
、
倒
蒋
反
齪

は
要

す
る

に
、
諸
軍
閥
各
個

の
慾
望
を
満
…さ
ん
と
す
る

の
み
で
、
天
下
國

家

の
爲

め
に

一
身

を
犠

牲
に
供
す
る
底

の
も

の
で
は
な

い
。
何

れ
も
皆
と

つ
て
代

ら
ん
と
す
る

に
過
ぎ
な

い
。
支
那

の
國
民

ほ

ど
可
憐
な
も

の
は

な

い
、

こ
う
し
た
諸
軍
閥
、
政
櫻

慾
者

の
糧

と
な
る

の
み
だ
。
實
際

塗
炭

の
苦

し
み
に
逢
は
さ
れ

て
る

の
で

あ
る
。
蒋

が
勢
力
を
有

つ
て
る
間
は
倒
蒋
戦
事
は
機
績
す

る
も

の
と
見

る
べ
き
だ
。

又
此
れ

に
代

は
る
軍
閥
或

は
構
力
者

が
出

つ
れ
ば
、
同
じ
事
を
繰

返

へ
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
何
時

に
な

つ

た

ら
支
那
は
統

一
和
平

が
實

現

さ
れ
る

の
か
、
何
れ

の
方

面
よ

一

一

一



r

渦

の

支

那

り
推

測
し

て
も
見
當

が
付

か
ぬ
。
蒋

は
常

に
自

己
の
槽

力
防
護

に
怠
ら
な
か

つ
た
。
本
年

五
月
南
京

で
開

か
れ

た
國

民
禽
議

は

自

己
防
護
手
段

の
雄
大
な
も

の
で
、
今
後

の
反
蒋
運
動

を
根
絶

し
自

己
の
勢
力

を
安

固
に
す

べ
く
計
書
し
た

の
で
あ

る
。
此
れ

ま

で
個
別
撃
破

の
職

術

で
大
小
軍
閥
、
政
治
家

を
打
ち

の
め
し

駆

逐
せ
る
も
の
枚
學

に
逗
な

い
歌
態

で
あ
る
。

此
れ

ま
で
は
外

部

に
樹
す

る
眼

の
上

の
瘤

の
削
除

で
あ

つ
た
が
、
此
れ
よ
り
は

内
部

の
瘤
を
菱
除

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な

つ
た
。

そ
れ

に
は

約
法

を
改
定

し
て
自

己
に
都
合
好

く
、
大

総
統

に
推

さ
す

べ
く

定
め
し
め
ん
と
し

て
威
墜
的

に
出

で
、
途

に
胡

漢
民

(
國

民
窯

右

派
)
を
監
禁
す

る
の
暴
學

に
出

で
た
の
で
あ
る
。

此
れ
が
即

ち
蒋

の
グ
ー
デ

タ
ー

で
あ
り
、
威

力

の
最
大
表
示

で
あ

る
。
此

の
封
胡
漢

民
態
度

に
は
勘

か
ら
す
、
國
民
窯

の
重
鎭

で
あ
る
、

戴

天
仇
、

王
寵
恵

、
孫
科
等

は
皆
恐
怖
し

て
、
王
、
孫
は
遁
逃

し
た
。
戴

は
居
淺

つ
て
怖

毛
な

が
ら
仕
事
を
し
た
。

廣
束
派
軍
閥

と
し
て
は
廣
東

に
擦

れ
る
陳
濟
業

(
國

民
黛
、

廣

西
派
)

が
居

る
、
蒋
は
も
う
殆

ん
ど
目
星
し

い
軍
閥
は
倒
し

一

=

一

て
了

つ
た
、
が
唯

だ
北
方

の
張
學
良

丈
が
淺

つ
て
居

る
。
此

れ

は
當
分

ゴ
用
當
而と
し
て
懐
柔

し
、
他

日
を
期
し

て
菱
除

せ
ん
と

胸
中

に
秘

め
て
る
に
違

い
な

い
。
此

の
際
最

も
眼

の
上

の
瘤

と

し

て
目
障
り

に

な

る

の

は
、
何

ん
と
云

つ
て
も
陳
濟
業

容
あ

る
。
折

角
意
中

の
人

と
し

て
廣
東

に
逡
は
し
た
も

の

瓦
、
虎
を

野

に
放

つ
た
感

が
あ

る
。
何
時

か
は
除
か
ね
ば
な

ら
ぬ
。
此

の

運
命

は
陳
も
よ
く
分

つ
て
る
、

で
時

あ
ら
ば
反
蒋

の
旗
幟
を
明

か

に
せ
ん
と
し

て
居
た
。
愈
胡
漢

民

の
監
禁

が
導
火
線

と
な

つ

て
反
蒋
、
廣
東

政
府
を
…樹
立
す

る
事

と
な

つ
た
。

此

の
反
蒋

政
府
樹

立

の
皮
切
り
と
も
云
ふ
べ
き
も

の
は
、
古

慮
券

(
図
民
窯

、
蒋
介

石
系

)
が
申
央
監
察
委
員

の
名
を
以

て

蒋

の
弾
劾

通
電

を
嚢

し
た
も

の
で
あ
る
。
夫
れ

か
ら
間
も
な
く

廣
東

政
府

の
樹
立
、
南
京
國

民
會
議
否
認

の
通
電

が
獲

せ
ら
れ

た
。

政
府
委
員

と
し

て
名
を
連

ね

て
る
も

の
は
、
注

兆
銘

(
主

席

)
、
李
宗

仁
、
陳
濟
粟
、
古
憲
券

、
郷
魯
、
孫
科

、
唐
生
智
、

張
稜
歪
、
唐
紹

儀
、
王
寵
恵

、
其
他
閻
錫
山
、
凋

玉
詳
、
石
友

三
等

で
あ
る
。



つ

此
れ
等

の
蓮
申

で
中

心
人
物
と
な
り
得

る
も

の
は
、
注

兆
銘

(
極
左

)
、
都
魯
(
極
右
)
、
胡
漢

民
(
次
右
)
、
陳

濟
堂
小
(
軍
閥
)

等

で
、
此
れ
等
を
続

る
人

々
が
蓼
加

せ
ん
と
し

て
居

る
。
李
宗

仁
、
白
崇
蔵
、
張
護
杢
、
唐
生
智
等
は
反
蒋

蓮
動
を
績

け

て
る

の
だ
か
ら
、
陳
、
注

の
反
蒋
軍
運
動

に
呼
磨
す

る
事
は
、
當
然

だ
が
、
其

の
他

の
蓮
中
は
多
く
は
洞

ケ
峠

の
日
和
見

で
あ
る
。

孫
科

、
王
廃
恵
等
が
蓮

名

の
申
に
あ
る
が
、
元
よ
り
胡
漢
民

の

一
派

と
云
ふ
程

で
は
な

い
、
が
自
然

に
は
同

一
行
動
を
取
る

に
違

い
な

い
。
支
那
人
は
從
來

の
關
係

縁
故

を
辿

つ
て
何
窯

何

派

敵
味
方
だ

と
断
定
す

る
事

は
出
來
な

い
。
凡

べ
て
は

ゴ
都
合

主
義

で
其
時

々
々
自
己
に
有
利

に
展
開

し
得

る
途

が
有
る
と
、

容
易

に
豹
愛

す
る
。
此
れ
ま

で
腹

心

の
も

の
で
容
し

て
る
も

の

で
も
各
自

己

の
立
場
を
堅
め
ん
爲

め
に
は
、
潜
航
艇
的

に
種

々

な

非
常
手
段

が
講

ぜ
ら
れ

る

の
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
金
轡

が

効
く
間

は
離
反

せ
ぬ
が
、

一
朝

此

の
適
藥

が
欠
乏
し

て
奈
る
と

何
時
足
許

か
ら
鶏

が
立

つ
か
も
知
れ
ぬ
。
此

れ
ま

で
度

々
繰

返

へ
さ
れ
た
反
政
府
窯

の
失

敗
は
、
先

づ
財
力

が
績
か
な
か

つ
た

渦

の

支

那

の
で
、
容

易

に
倒
壌
し
た
。
所

が
此
度

廣
東
側

と
し

て
は
南
洋

方
面

の
華
僑
蓮
が
資

金

の
援
助

を
す

る

の
だ
と
思

ふ
。
そ
う
す

れ

ば
蒋

に
は
可
な
り
痛
心

に
…堪
え
な

い
の
で
あ
ら
う
。

廣
西
派

の
首
領
李
宗
仁
、
白
崇
薦
等

が
廣
東

入
り
を
し

て
濁

立
政
府

の
主
席

に
注

兆
銘

を
推
す

こ
と

曳
な
り

、
南
京
討
伐

を

開

始
す
る

こ
と
に
決
定
し

た
。
南
京
政
府

よ
り
は
國
民
會
議

の

名

で
陳

濟
業

に
平
和
解
決
す

べ
く
勧
告

し
た
が
、
途

に
鷹

ぜ
す

廣
東
派

は
封
抗
す

べ
く
職

備
を
整

へ
、

五
月
二
十
八
日
國
民
政

府
を
左

記

の
顔
燭

で
組
織

し
た
。

政
府
委
員

注
兆
銘
、
鄙
澤
如
、
藩
佛
成
、
陳
濟
業
、
孫
科
、
李
宗
仁

古
塵
芽
、
林
森
、
評
崇
智
、
蒋
軍
蓋
、
郷
魯
、
唐
生
智
、

李
烈
鈎
、
陳
友
仁

常

務

軍
事
婁
員

財
政
委
員

外
交
委
員

政
務
姿
員

蓼
軍
所
長

注

兆
銘

,
唐

紹
儀
、
孫
科

、
許

崇
智
、
古
慮
券

陳
濟
業
、

張
襲

杢
、
白
崇
禧

、
張
恵
長

、
陳
策

、
…許
崇

智

李
宗
仁
、

李
烈
鈎
、
唐
生

智
、

李
鵬
林

、
唐

生
明

唐
紹
僕
、
古

鷹
券

陳
友

仁

蒲
佛

成
、
郵
澤

如
、
林

森
、
郷
魯

、
凝
親

萬

陳
濟
業

一
一
三



4

渦

の

支

那

廣
東
政
府
は
北
亭
外
交
團
並
に
廣
東
領
事
團
に
封
し
正
式
に

新
政
府
成
立
の
旨
を
通
告
し
、
而
し
て
大
に
其
の
内
容
の
充
實

に
努
力
し
た
。
其
の
結
果
は
南
京
政
府
に
於
て
も
枕
を
高
う
し

得
ら
れ
ざ
る
歌
態
に
陥
つ
た
。
そ
れ
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
北

支
に
於
け
る
反
蒋
軍
閥
の
蓬
頭
壷
動
で
、
若
し
廣
東
と
提
携
す

る
こ
と
均
な
り
て

一
時
に
南
北
よ
り
爽
撃
さ
れ
る
様
と
な
れ
ば

個
別
倒
壌
の
職
術
も
容
易
に
奏
効
せ
ぬ
。
加
之
江
西
省
の
共
産

軍
の
形
勢
は
、
廣
東
問
題
畿
生
以
來
天
に
活
躍
し
始
め
た
。
政

府
軍

一
個
師
全
滅
さ
れ
、
其
の
他
討
伐
に
行
つ
た
申
に
も
共
産

軍
に
通
す
る
も
の
も
出
つ
る
に
至
つ
た
。
で
南
京
政
府
は
大
に

憂
慮
し
、
政
治
的
解
決
を
協
議
し
、
廣
東
派
江
兆
銘
、
孫
科
、

陳
友
仁
等
と
會
見
、
平
和
解
決
策
を
討
究
さ
す
べ
く
張
糠
を
派

邉
し
た
が
、
廣
東
側
に
愚
弄
さ
れ
途
に
室
し
く
北
蹄
し
た
と
。

張
織
が
携

へ
て
行
つ
た
蒋
介
石
の
要
協
條
件
は

一
、
蒋
介

石
は
自
嚢
的
に
國
民
政
府
の
主
席
を
欝
職
し
後
任
に
薬
元
増
を

推
す
、
但
し
陸
海
室
軍
総
司
令
及
び
行
政
院
長
は
從
前
通
り
と

す
。
二
、
伍
朝
椹
を
召
還
し
て
司
法
院
長
に
任
命
す
る
。
三
、

コ

四

院

長
及
び
部
長
級

の
者

は
雨
廣
側

の
希

望

あ
ら
ば
出
來
る
丈
此

れ

を
容
れ

政
府
を
改
造
す

る
。

と
蓉
ふ
に
あ

つ
た
。

(
外
交
時
報

六
、
七
)

南
京
政
府
は
從
來

の
遣

口
各
個
潰

倒
も
容
易

で
な

い
事
を
知

悉

し

て

る

の

で
、
廣
東

側

の
重
要
人
物

と
安
協

す

べ
く
努

め

た
。
廣
東

政
府
部
内

で
も
種

々
個
人
的
感
情

の
面
白

か
ら
ざ
る

も

の
も
あ
る
が
、
此

の
際
内
証
、
紛
糾

に
依
り
南

京
側

に
内
兜

を
見
透

か
さ
れ

て
は

と
、
注
兆
銘

、
許
崇
智
、
陳

濟
業
、
李
宗

仁
等
は
此

れ
ま

で

の
感
情
を
水

に
流

し
、
圃

い
握

手
す
る

こ
と

と
な

つ
た
。

財
力

に
於

て
は
廣
東

税
關

の
牧
入
外

に
廣
東
財
閥

に
よ
り

支

持

さ
れ
る
事

に
な
り
、
却

つ
て
南
京

政
府

よ
り
畿
行
さ
れ

て
る

諸

種

の
内

公
債

を
撹
齪
す

べ
く
、
廣
東
財
閥

の
諸
種
機
關

に
依

り
投
費
さ
れ
、
暴
落

の

一
途
を
辿
る
光
景
を
呈

す

る

に

至

つ

た
。
如
何

に
漸

江
財
閥

に
依
り
支
持

さ
れ

て
も
財
力

に
は
限
度

が
あ
る

ん
で
悲
鳴
を
墨
げ

ん
と
し
て
居

る
。
南
京
政
府

と
し
て

は
廣
東
新

政
府
樹
立
は
從
來
な

い
強
敵

と
な

つ
た
。



五
、
南
京
政
府

前
述
の
通
り
五
月
五
日
の
國
民
全
罷
代
表
會
議
に
於
て
南
京

政
府
の
基
礎
安
定
と
蒋
介
石
の
元
首
擁
護
の
二
大
法
案
を
提
出

す
る
事
に
な
つ
た
が
、
廣
東
側
の
要
人
は
胡
漢
民
が
監
禁
さ
れ

た
事
に
憤
慨
し
、
南
京
を
引
揚
げ
た
。
胡
は
蒋
に
取
つ
て
眼
の

上
の
瘤
で
あ
る
。
外
部
の
瘤
は
何
う
に
か
取
り
去
る
事
が
出
來

た
が
、
部
内

の
瘤
を
取
り
去

る
に
は
な
か
ー

容
易

で
な

い
、

そ

こ

で
國

民
會
議
を
召
集

し
て
約
法
即
ち
憲

法
を
制
定
し
、
自

己
を
大
総
統

に
推

さ
す

べ
く
努

め
、
熊
部

の
勢

力
を
殺

が
ん
と

し
た

の
で
あ
る
。
眼

の
上

の
瘤
即
ち
胡
を
去
勢
す
る
事

が
出
來

る
、

で
胡

は
正
面

か
ら
此
れ

に
反
封
し
た
事

に
焚
端

し
て
廣
東

南
京

の
封
立

と
な

つ
た
。
南
京
側

に
於

て
は
北
方
閻
錫
山
、
凋

玉
鮮

の
淺
窯

の
蚕
動
と
江
西

の
共

匪

に
樹

し
、
勘

か
ら
す
脅
威

を
感
じ

た

の
で
あ
る
。
蒋
鼎
文

の
軍
除
、
約

五
萬

で
北
方

の
雑

軍
を
監

親

さ
せ
て
居
た

が
、
湖
北
、
湖
南

の
共

匪

一
時
勢

猫
猟

手

の
下
し
様
な

い
歌
態

に
陥

つ
た
。
そ
こ
で
張
學
良
を
味
方

に

渦

の

支

那

引
入
れ

る
事
が
最

善

で
あ
る
。
張

さ

へ
北
方

に
頑

張

つ
て
居
れ

ば
、
此
れ

で
抑
歴
が
き
く
、
そ
れ

に
雑
軍
等
は
銀

丸
さ

へ
見
舞

へ
ば
、
如
何

で
も

な
る
、

張
を
南

京
に
召
致
し
、
到
れ
り
審

ぜ

る
優
待

を
し

て
蒋
張

の
攻
守
同
盟

は
成

立
し
た

の
で
あ
る
。

五
月
五
口
南

京
に
於

て
國
民
會
議
開

か
れ
、
八

日
よ
り

十
七

日
ま

で
會

を

重
ぬ
る
事

八
同
、
而
し

て
全
文

八
章

八
十
九
條

の

約

法
を
決

議
さ
れ

た
、
此
れ
を
見
る
と
全
然
蒋

一
個

の
爲

め

に

作

ら
れ

た
も

の
で
あ

る
事
が
誰
明

さ
れ

る
。

國
民
會
議
前
後

よ
り
廣
東

側
要
人
連

の
反
蒋
氣
勢
高
ま
り
、

加

ふ
る

に
奮
軍
閥

の
反
蒋

も
次
第

に
高
ま

ら
ん
と
す
る
に
刺
戟

さ
れ
、
封
策

を
講
Lア
べ
く
、
六
月
十
三
日
第

五
次
申
央
執
監

全

艦
會
議

を
開

催
し

た
。
此

の
會

議

に
於

け
る
重
要
討
議
事

項
は

一
、
國

民
蕪
第

四
次
全
國
代
表
大
會
召
集

の
件
、
二
、
胡
漢
民

復

職

の
件
、

三
、
國

民
政
府
改
造

の
件
、
四
、
廣
東
討
伐

の
件

等

で
、
豫
備
會
議

や
本
會
議

で
、
各
案

を
審

査
委
員
會

に
附

し

翌
十
四
日
は
丁
惟
扮
首
席

の
下

に
左

の
七
案

通
過
決
定
し
た
。

一
、
廣
東
纂
件
の
庭
理
挫
過
報
告
及
び
今
後
の
方
針
決
定
案
o

一
一
五

悟



渦

の

支

那

二
、
國
民
政
府
組
織
法
改
正
案
〇

三
、
全
國
協
力
し
て
共
産
軍
を
討
伐
す
る
案
〇

四
、
國
民
黛
第
四
次
全
國
代
衷
大
會
彪
本
年
十
月
十
口
南
京

に
於

て
召

集
す
。

五
、
申
央
政
治
會
議
委
員
な
改
選
し
左
の
三
十
八
名
に
決
定
す
o
蒋
介

石
、
胡
漢
民
、
葉
楚
倫
、
子
右

任
、
丁
惟
扮
、
陣
果
夫
、
何
鷹
欽
、

戴
天
仇
、
揚
樹
荘
、
宋
子
交
、
奥
稚
暉
、
張
静
江
、
李
石
曾
、
藥
…元

培

、
林
森
、
王
寵
惑
、
張
縫
、
郡
力
子
、
朱
家
騨
、
郡
元
沖
、
陳
立

夫
、
孔
鮮
鼎
、
王
正
廷
、
王
伯
群
、
朱
培
徳
、
呉
鉄
城
、
陳
銘
橿
、

蕉
易
堂
、
張
群
、
何
成
溶
、
劉
薦
隠
、
馬
超
俊
、
張
學
耳
、
張
作
相

王
樹
幹
、
張
景
惑
、
劉
伺
清

、
方
本
仁
。

六
、
李
濟
深
の
蹴
籍
同
復
は
第
四
次
全
國
代
衷
大
會
に
提
山
し
逡
認
な

求
む
。

七
、
中
央
糞
部
の
部
長
に
左
の
通
り
改
選
す
。

申
央
蹴
…部
秘
書
長

了
惟
扮

同

同

副
部
長

張
道
藩

同

同

副
部
長

陳
布
雷
、
程
天
放

同

同

副
部
長

謬
培
成
、
丁
超
五

組
織
部
長

宣
傳
部
長

訓
練
部
長

陳
立
夫

劉
薩
隠

馬
超
俊

引
績

き
國
民
政
府
改
造
案
を
討
議
し
、
新

國
民
政
府
組
織
法

を
襲
布
す
る
事

と
な

つ
た
。
其

の
内
重
な
も

の
は
、

一
、
三
十
八
名
の
外
に
、
何
健
、
徐
永
畠
、
陳
調
元
、
薄
翼
の
四
名
を

一
一
六

追
加
す

ろ
件
。

二
、
國
民
政
府

主
席

に
蒋
介

石
な

任
命

の
件
。

一一一、

五
院

正
副
院
長
た
左
の
如
く
逝任
命
の
件
o

行
政
院
長

立
法
院
長

司
法
院
長

考
試
院
長

監
察
院
長

四
、

蒋
介
石

林

森

王
寵
悪

戴
天
仇

干
右
任

同
副
院
長

同
劇
院
長

同
副
院
長

同
副
院
長

同
副
院
長

宋
子
文

郡
元
沖

張

縫

劉
薫
隠

陳
果
夫

陸
海
空
軍
総
司
令
に
蒋
介
石
、
同
副
司
令
に
張
學
頁
な
推
鶏
の
件

此
れ

に
依

つ
て
観

る
と
如
何

に
廣
東

側
並

に
中
立
派

に
氣
鹸

ね
せ
る
か

穿
窺
は
れ
る
、
此
れ

で
南

京
政
府

は
陣
容

を
樹
直

し

共
産
軍
討
伐
と
封
廣
東

の
威
容
を

示
し
た
。

(六
年
七
月

一
日
の

外
交
時
報
)

一
方
封
廣
東
愛
協

を
策

し
な
が

ら
、
共

匪
討
伐

に
乗
り
出

し

絡

熔

に
近
か
ら
ん
と
す

る
際

、
廣
東

、
廣
西

軍

の
江
西
、
湖

南

侵

入
と
な
り
、
偶
満
洲

に
於

け
る
萬
實
山
事

件
、
引
績

き
鮮
支

人
衝
突
事

件
、
石
友

三
軍

の
反
魁

、
折
り
重

つ
て

一
時

に
内

外

共

に
、
難
苦

の
極

に
蓬
し
た
、
蒋

は
石
軍

の
藪
起
は
内
部
的

に

観

て
廣
東
側

と

の
聯
絡

に
は
歓
陥
あ

る
を
認
知
し
、
山
西

、
漏



■

雑
軍

の
糾
合

し

て
石
友

三
と
合
流

せ
ざ

る
檬

に
切

り
崩

し
蓮
動

を
策
し
、
張
學
良
を
北
方
實

力
者

と
し

て
幟
立

せ
し
め
、
石
軍

を
窮
地

に
陥

ら
し
め
る
事

と
し
た
。
爲

に
石
軍
は
韓
復
桀

の
斡

旋

で
蹄
順
す

る
事

と
な

つ
た

の
で
あ
る
。

で
北
方

の
突
獲
事

は

輔
時
少
康

を
得
た
。
併
し
從
來
以
黛
治
國
は
飴

り
過
激

に
流

れ

不
羅
…奔
馬

の
狂
暴

を
敢

へ
て
爲
す

に
至

つ
た
。
學
匪
を
使
喉

し

て
は
、

反
日
、
抗

日
、
侮

日
、
反
日
會

等
と
種

々
な

お
題
目
を

構

へ
さ
せ
、
果
は
経
濟
絶
交

、
封
日
宣
戦

の
氣
勢
を
煽

つ
て
居

る
。

口
に
不
平
等
條
約
撤
慶
、
治
外
法
櫻
撤
消

を
泡
吹
き
な
が

ら
、
國
法
皆
無
備

の
醜
態
を

曝
露
し

て
る
。
蒋

の
心
中
健
在
な

り

や
否
、
眼

の
上

の
大
瘤

で

彼

に

取

つ

て

は
絡

生
萬
死
誓

つ

て
、

日
本

の
帝
國
主
義
を
除
去
す
る
。
若

し
能

は
ざ
れ
ば
支
那

統

一
、
申
華
民
國

の
安
寧

は
維
持

さ
れ

ぬ
と
、
防
蒋

の
大
茄
を

押

し
立

て

玉
大

に
愛
國
熱

を
鼓
吹
し

て
る
。

一
度

日
本
政
府

よ

り
所
有

排

日
行
動

に
就

い
て
嚴

に
抗
議

し
取
締
方
を
要
求

さ
る

る
や
、
態

の
好

い
聲

明
を
な
し
曙

に
愛
國

心
を
喉

る
様

に
努
め

て
居

る
。
護
護
球
式
外
交

術
は
誠

に
仕
末

に
を

へ
ぬ
も

の
で
あ

渦

の

支

那

る
。
斯
う
し
て

一
日

一
日
と
過
ご
し
て
行
く
南
京
政
府
は
眞
に

浮
草
式
或
は
人
氣
取
策
で

一
寸
す
り
に
す
る
外
に
方
途
が
な
い

の
で
あ
る
。
囎
に
死
の
影
は
差
し
て
居
た
。
が
外
観
を
糊
塗
す

る
に
妙
を
得
て
る
支
那
人
の
事
で
あ
る
か
ら
、
容
易
に
内
兜
を

見
透
か
さ
れ
な
い
、
八
月
二
十
七
日
支
那
政
治
史
上
劃
期
的
な

催
と
し
て
國
民
黛
中
央
執
行
委
員
會
は
明
二
十

一
年
度
の
豫
算

編
成
を
審
議
し
、
豫
算
の
決
定
を
見
る
に
到
つ
た
。
総
豫
算
額

は
九
億
七
千
七
百
八
萬
七
千
七
百
六
十

一
元
と
な
つ
て
る
が
、

細
蓮
は
省
略
す
。
其
内
の
軍
費
丈
を
掲
げ
る
と
四
億
六
百
六
十

一
萬
七
千
二
百
二
十
元
と
な
つ
て
る
、
総
豫
算
の
約
牛
分
に
近

い
豫
算
を
と
つ
て
る
、
此
れ
で
見
て
も
國
防
費
以
外
の
経
費
が

計
上
さ
れ
て
る
の
が
分
る
。

廣
束
政
府
は
満
洲
事
攣
の
報
に
接
す
る
や
、
最
高
委
員
會
を

開
き
左
の
如
き
要
旨
の
宣
言
を
獲
表
し
た
。

猫
裁
專
制
の
本
尊
た
る
蒋
介
石
の
下
野
を
實
現
し
、
民
主
集

櫨
政
治
を
實
施
せ
ん
と
、
蒋
自
獲
的
に
下
野
せ
ば
廣
東
政
府
も

亦
自
獲
的
に
取
錆
す
べ
し
云
々
と
。
南
京
、
廣
東
爾
政
府
聞
の

一

一
七



●

渦

の

支

那

委
協
問
題
は
九
月
初
旬

に
は
相
當

の
程
度
ま

で
進
捗
し

て
居

た

が
、
満
洲
事
攣
後
蒋

は
又

々
居
据
り
意

志
を
表

示
し
た

の
で
、

張
轡

、
呉
鐡
城
等
居
申
調
停

に

一
時
窮
地

に
立

つ
事

と
な

つ
た

が
、
南
京

政
府

の
背
景

と
も
去
ふ

べ
き
漸
江
財
閥
連

が
張
静
江

を
主
と
し

て
安
協

に
傾

い
た

玉
め
に
蒋

も

心
動

き
、
九

月
下
旬

薬
元
培
、
陳
銘

極
、
張
糠
等
南
下
し
、
廣
東

側

の
注

兆
銘

、
孫

科
、
伍
朝
椹
、
李

文
範
、
馬
超
俊
等

と
會
合
、
数

次
會
議

し
た

結
果
十

月
二
日
大
罷
左
記

の
如
き
姿
協
案

が
成
立

し
た

と
。

一
、
蒋
介
石
の
下
野
o

『

蒋
介
石
下
野
と
同
時

に
廣
東
政
府
取
淘
な
宣
言
す
〇

三
、
嗣
政
府
よ
り
各
三
名
宛
の
委
員
な
出
し
て
準
備
委
員
會
を
組
織
し

合
流
に
關
す
る
具
髄
條
件
な
準
備
す
〇

四
、
準
備
委
員
會
決
定
事
項
な
十

一
月
十
二
日
中
國
々
民
籟
第
四
次
全

國
代
表
大
會
に
附
議
す
。

五
、
外
交
方
針
は
廣
東
政
府
の
方
針
に
.撮
ろ
。
(
外
交
時
報
六
、

一
〇
、

十
五
、
南
京
慶
東
爾
政
府
合
流
か
)

當
時
爾

政
府
委
員
等
は
上
海

で
會
商
す

る
事

と
な

つ
て
北
上

し
た
、
會
商

の
成
行
は
大
艦

十
月
二
日

の
姜
協
案

に
依
り
着

々

進
行

し
て
る
も

の
、
如
し
。
南
京
政
府

側
が
今
ま

で
な

い
弱

腰

二

八

と
な

つ
た
、
も
う
斯

う
な

つ
て
は
漸
江
閥
或

は
蒋
閏
閥

の
南
京

政
府

の
脈
豚
は
硬
化
し

つ
」
あ
り

と
診
断
出
來
そ
う
だ
。
此

の

診
断

は
除
り
遠

か
ら
ざ
る
内

に
實

現

さ
れ
る

と
思

ふ
。
倫

ほ

一

つ
財

政
的

に

一
瞥

し

て
置

い
た
ら

必
す

首
肯
さ
れ
る
だ
ら
う
。

政
府

の
財
政
を
賄

ふ
確
實

な
牧
入
は
關

税

で
あ

つ

て
地
方

の

諸

税
は
中
央
を
賄

ふ
爲

に
逡

金
す

る
も

の
は
殆
ん
ど
皆
無
、
地

方
政
費

軍
費

に
抑
留
さ
れ
る
、
南
京

政
府
は
地
盤
と
し
て
上
海

を
有

つ
て
る
丈
關
税

に

つ

い

て

は

他
地
方

よ
り
最
も
恵
ま
れ

て
る
。
が
從
來

の
牧
入
よ
り
推
算
す

る
と
本
年
度

は
多
く
見
積

つ

て
も
二
億

八
、
九

千
萬
元
位

だ
ら
う
、
此

の
内
よ
り
内
外
債

の
元
利
償

遺
す

べ
き
総
額
が
約
二
億

八
、
九
千
萬
元
あ
る
、
關

税
牧
入
よ
り
は
政
費

に
振

り
向

け

ら

れ

る

も

の

は
幾
何

も
な
.

い
。
關
税

に
つ

い
で
財
政
支
持

に
は
内
債
牧
入

で
あ
る
、

一
艘

財
政
上

の
根
本
要
求
は
経
常

歳
入

で
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
そ

れ
を
公
債
牧

入

に
依

て
る

の
で
あ
る
。
以
上

の
外

に
確
實
な

る

牧
入
と
な

つ
て
る
も

の
は
、
盤
税
、
捲
煙

税
、
印
花

税
及
び
統

税
等
で
此
れ
等
も
亦

皆
内
外
債

の
癖
保

と
な

つ
て
る
。
關
税
其



噂

の
他
確
實
な

る
牧

入
は
全
部
畢
げ

て
諸
内
外
債

の
指
保

に
供

さ

れ
、
此
れ
以
上
公
債

の
獲
行
は
不
可
能

と
な

つ
て
る
。
南
京
政

府
が
如
何

に
財
政
的
窮
地

に
陥

つ
て
る
か

Ψ
、
窺

は
れ

る
。
漸

江
財
閥
も
此
れ
ま

で
支
持
す

ぺ
く
努

力
し
て
來

た
が
、
廣
東
財

閥

が
公
債

の
投
費

し
た
爲

め
、
未
曾
有

の
暴
落
を
來
し
た
、
此

後

の
支
持

に
つ
い
て
は
飴

り
多
く
は
望

め
ま

い
。

地
盤
即
ち
勢

力
圏
内

に
就

い
て
云

へ
ば
、
河
南
、
山
東

、
江

蘇
、
安
徽

、
漸
江

の
五
省

は
南
京
政
府

に
忠
實
な

る
も

の
と
推

測

さ
れ
る

が
、
其

の
他

の
省

に
就

い
て
は
先

づ
友
色

と
云
つ
て

置
く
方
が
至
當

ら
し

い
。
西
北

に
安

編
系

の
奮
軍
閥
、
江
南

に

共

匪
、
南

に
廣
東
新

政
府

、
唯

一
の
頼

み
と
せ
る
東
北
政
府

張

學
良
は

日
支
衝
突
事

件
で
殆

ん
ど
再
起

の
見
込
な
く
、
全

く
無

援

孤
立

の
状
態

と
な

つ
た
漸
江
閥
南
京
政
府
蒋

の
下
野
は
遠

か

ら
す
、
實

現
さ
れ

る
、
而
し

て
廣
東
側

の
要

人
等

が
申
央
政
府

を
乗
取

る
事
と
な

る
に
違

い
な

い
。

由
之
槻
之

支
那

の
統

一
は
何
時

に
な

つ
た
ら
實

現
さ
れ
る
も

の
か
、
實

に
此

の
命
題

に
就

い
て
は
誰
も
が
明
答
出
來
な

い
の

渦

の

支

那

で
あ
る
。
職
國
時

代

の
群
雄
割
擦
を
目

の
あ
た
り

に
見

せ
て
貰

つ
て
る
の
で
あ
る
。

渦

の
支
那
を

疋
覗

せ
ん
と
す

る

に
は
、
上
述

せ
る
五
方
面

の

欣
況
を
注
覗
し
各
方
面

の
策
動
者

の
連

繋
と
地
盤

と

の
關
係

を

知
る

に
あ
り
。

こ

の
五
方
面

の
消

長

に

つ
い
て
は
豫
断
を
許

さ

ざ

る
も
、
大
罷

に
於

て
張
學
良

の
東

北
政
府

及
び
蒋

の
南
京
政

府
は

四
園

の
惰
勢

に
よ
り
除

り
多

く
の
望
を
囑
す

る
事

は
出
來

な

い
。
さ
れ
ば
將
來

、
満
洲
問
題

に
就

き
日
支
直
接
交

渉
を
開

か
ん
と
す

る
も
南

京
政
府

は
到
底

そ

の
衝

に
當

る
事

は
出
來
な

い
と
思

ふ
。
之

に
代

つ
て
出

つ
る
廣
東

派
南
京
政
府

も
亦
同
様

だ

と
思

ふ
。
奇

術
策
謀

の
多

き
支
那

の
人
士
も
今

や
、
落

日

の

過
程
を
辿
り

つ
、
あ

る
。
筆
者

は
若
し

日
本

が
直
接
交

渉
を
爲

す
場
合
、
何

の
政
府

を
相
手

と
す

べ
き

か
に
就

い
て
各
方
面

よ

り
討
究
を
試

み
た
、
そ

の
結
果
、
封

日
理
解

あ
る
政
府
を
撰
ば

庁

ね
ば
な

ら
ぬ
事

は
云

ふ
ま

で
も
な

い
、

而
し
て
そ
れ

に
は
満
蒙

に
於

け
る
新

政
府

樹
立
を
援
助

し
強
固

な
る
國
家

を
形
作

ら
せ

る
事

が
緊
要

で
あ
る
。
而
し

て
日
本

の
生
命
線

を
徹
底

的

に
知

一
一
九

●
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渦

の

支

那

ら
し
め
、
共
存
共
榮

を
確
守

さ
せ
る

に
あ

る
。
混
沌

た
る
全
支

那

の
形
勢

は
四
分

五
裂
群
雄
割
擦

の
舞
嘉
と
し

て
、
放
置
す

る

外
あ
る
ま

い
。
要
す

る
に
全
支
那
は

五
個
或

は
六
個

の
國
家
を

形
成

し

て
統
治
す

る
事
が
最

も
支
那
を
治
め

る
捷

径
だ
と
信
す

ス
》
O
(
占ハ
年
十
ニ
ロ
刀十
ロ回
)

円
二
〇

O




